
皆さん、こんにちは。ご挨拶申し上げます。 

本日は、東クラブより石田会長様、井上社会奉仕委員長様、ようこそいらっ

しゃいました。8 月 28 日開催のチャリティーイベントの際には大変お世話に

なりました。また、東クラブさんが設営して下さった、出演者を囲んでの慰労

会、その二次会の席は、三遊亭金時師匠とその一門の方々と私達ロータリアン

の（いろいろな意味で）忘れられない思い出となりましたこと、改めて御礼申

し上げます。どうぞ最後までごゆっくりとお過ごし下さい。 
 

今日は、「日本のロータリーの先駆者」についてお話させていただきます。

❍米山梅吉（よねやま うめきち） （1868～1946） 

日本のロータリーの創始者。 

1918 年の渡米中、ダラスロータリークラブの会員 福島喜

三次の紹介によりロータリークラブと出合いました。帰国後

の 1920 年 10 月、米山梅吉は東京ＲＣを創立し、会長に就

任。これが日本のロータリークラブの第 1 歩となりました。

1926～27 年度には日本人初のＲＩ理事に就任。1928～

31 年度第 70 地区（当時）ガバナーを務めています。 
 

❍福島喜三次（ふくしま きそじ） （1881～1946） 

日本人第 1 号のロータリアン。佐賀県有田出身。米山梅吉

とともに日本にロータリークラブを創設した人。 

三井物産に勤め、1905 年渡米、1915 年にダラスＲＣに

入会。1920 年帰国し東京ＲＣ創立会員になったものの、大

阪転勤により 1923 年、大阪ＲＣ創立会員ともなりました。

この年に関東大震災が発生、彼はクラブ幹事として、世界の

 
 
 
 

     
 
 

 
 

  
 
  
   
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出席率 会員49名中33名

先々週の出席率

ヴィジター 三条東ＲＣより　　石田大介君　井上正栄君

先週の 11/29 三条北ＲＣへ
メークアップ

12/1 燕ＲＣへ 飯山勝義君　野島廣一郎君
12/1

89.13%

  草野恒輔君　西巻克郎君　野崎正明君
  荒澤威彦君　星野健司君　飯山勝義君

三条ＲＡＣへ
  鈴木圀彦君　馬場輝仁君　佐藤嘉男君

  野島廣一郎君　佐々木常行君　佐藤秀夫君

三条南ロータリークラブ 会長 
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各クラブからの救援物資を東京へ輸送するなど、大活躍をしました。 

大変誠実な人として知られ、座右の銘は「利他即自利」。 

日本のロータリークラブの第 1 歩は、米山梅吉はもちろんですが福島喜三次の存在もまた大変大きなものでした。 

※「喜三次」の読みには「きそじ」「きさじ」の 2 説があります。所属の東京ＲＣ会員名簿などの公式書類には常に「Kisoji」とあ

るのですが、ご遺族によれば「きさじ」が正しいとのこと、また子どものころ地元では「きそっしゃん」と呼ばれていたと言われ、

今となってはどちらが正しいのか・・・ 
 

❍芝 染太郎（しば そめたろう） （1870～1949） 

日本のロータリー史上最悪の受難期とされる 1938～40（昭和 13～15）年代に、日本の

ロータリークラブの「専任幹事」を務めた人。愛媛県の吉田出身で、東京ＲＣ会員。「英語の達

人」であり、昭和初期には『Japan Times』の社長でもありました。 

1939 年 6 月には、全権を委任され、一人アメリカのクリーブランド国際大会に出席。得意

の英語を駆使して、日本ロータリーの生き残りを賭け「日満ロータリー連合会」を誕生させた

ことで、知られています。 

 

日本のロータリーは第二次世界大戦で 1940 年国際ロータリーから脱退、戦時中は大変な苦労がありました。 

物資の欠乏とともに弁当持参、例会場も軍の接収や空襲による破壊で転々と変えながら、月曜会、火曜会と名前

も変えて例会を続け、ロータリーの精神をもち続けていたのです。ロータリーの本部がアメリカにあることから、

ロータリーはスパイ組織だとか、フリーメーソンであるとか、クラブの例会は特高の厳しい管理下におかれまし

た。戦前、戦後 10 年間の日本のロータリー活動は厳しい状況が続きましたが、1949 年 3 月に復帰加盟しまし

た。ただ、米山梅吉は 1946 年 4 月 28 日に 78 歳で、同年 9 月 17 日に福島喜三次が 65 歳で、日本の国際

ロータリーへの復帰加盟を見ることなく死去されました。 

 

❍手島 知健（てしま ともたけ） （1885～1968） 

1952～54 年度ＲＩ理事（日本人で 3 人目）。東京ＲＣ会員。1949 年、東京ＲＣが戦後国

際ロータリーに復帰した時の、1949～51 年度第 60 区（当時は日本全土で 1 地区を形成）の

ガバナー。溢れる国際性と洗練された物腰をもつ彼は、戦後、日本ロータリーを再出発したとき

の、大きなけん引役となりました。かつて、ＲＩの日本語翻訳決定権は彼に委譲されており、「四

つのテスト（The Four-Way Test）」の翻訳を取りまとめ、定訳を付けたことでも知られてい

ます。 
 

❍東ヶ崎 潔（とうがさき きよし）（1895～1992） 

日本から出た最初のＲＩ会長（1968～69 年度）。会長時のテーマは「参加し敢行しよう！

（PARTICIPATE！）」このテーマは、ＲＩ史上、最も短いテーマとして知られています。 

1949 年東京ＲＣに入会。1957～58 年度第 355 地区ガバナー、1963～64 年度ＲＩ理事。 

アメリカ・サンフランシスコ生まれの彼は、戦後ロータリーの先達者・芝染太郎と同じく

『Japan Times』の社長を務めました。国際基督教大学の創立者の一人でもあります。「ジョ—

ジ」という名で、世界中のロータリアンに親しまれました。 
 

❍向笠 廣次（むかさ ひろじ）（1912～1992） 

日本から出た 2 人目のＲＩ会長（1982～83 年度）。国際的にも著名な精神科医。テーマは

「人類はひとつ 世界中に友情の橋をかけよう（MANKIND  IS  ONE Build Bridges Of 

Friendship Throughout the World）」 

1982 年、ボカラトン国際協議会で「人類は疑いもなくひとつの家族です。さあ、皆さん、

左右にいるオジサンやイトコと初対面の挨拶をしてください」と述べたのは有名です。1967

～68 年度第 370 地区ガバナー、1978～80 年度ＲＩ理事などを歴任しました。生まれは福

岡県久留米市で、大分県・中津ＲＣ会員。 

 

 昭和 30 年代から経済の発展と共に、日本のロータリーの拡大・発展は目覚ましいものがありました。ロータ

リーの歴史の 1 コマですが、強く認識したいものです。 

 

最後に次年度 2012～13 年度ＲＩ会長は、日本人 3 人目の会長 田中作次氏です。栃尾のご

出身で、埼玉県八潮ＲＣ会員。ロータリーが「地域を発展させる原動力として、活気のある活

動を続けていく」姿を見届けていきたいと氏は述べています。ロータリー財団管理委員として、

2009 年バーミンガム国際大会委員会委員長を務められ、その他の任務として、ＲＩ理事、ロ

ータリー財団地域コーディネーター、地区ガバナーとして活躍されたほか、ポリオ撲滅提唱グ

ループ、恒久基金委員会、未来の夢委員会委員を務められました。来年度大いに期待したいと

思います。 

今日はロータリーの基本知識「ロータリーの先駆者」をご紹介し、会長挨拶を終わります。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ウィンターフェスティバルに出席して                             ★ 

12 月 2 日（金）（於：総合福祉センター）、市内特別支援学級児童

生徒の「ウィンターフェスティバル」へのご招待をいただき、出席してま

いりました。 この行事はライオンズクラブが社会奉仕事業の一つと

して長年にわたり開催されており、子ども達が毎年この日をとても

楽しみにしている様子がそのこぼれそうな笑顔から窺えました。 

クリスマスカードの交換で、子ども達の手作りのカードをたくさん

いただきました。私はライオンズさんが用意してくれたカードにあわ

てて名前を書いた即席のカードを渡しただけでしたのに・・・。 

来年もきっとご招待を受けることと思います。その時はロータリーク

ラブからの温かなクリスマスカードの用意をお忘れなく！  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

～12 月 5 日  9,000 円 

今年度累計 428,000 円～ 
i

❍石本ガバナー事務所より 「鈴木ガバナーエレクト渡米壮行会」 ご案内 

＜日時＞ ２０１１年 12 月１０日（土）17：00～   

＜会場＞ 長岡グランドホテル 

※馬塲パストガバナー 韮澤パスト地区幹事 出席予定 

❍見附ＲＣより 「第 4 分区ＩＭ開催協力お礼 並びに 報告ＤＶＤ」 

❍地区ライラ委員会、津南ＲＣより 「ライラ研修報告書 並びに はざかけ干し米」 

※はざかけ干し米は、稲刈り、はざかけしました研修生に送付致しました 

❍三条市ＰＴＡ連合会より 「第 29 回ふるさと絵画コンクール」協賛お礼と受賞作品集」 

熊倉 高志 幹事 

熊 倉 君

総会を祝して、ＢＯＸに協力致します。

本日は、総会です。
よろしくお願い致します。

草野君、田中君、銅冶君、

ＢＯＸに協力致します。

佐 藤 ( 秀 ) 君ていただき誠にありがとうございます。
どうぞよろしくお願い致します。

本日はよろしくお願い致します。井 上 君

三条東ＲＣ

石 田 君
いつも大変お世話になっております。
今日は最も大切な日にメークアップさせ

本日は、総会です。ご協力よろしくお願
い致します。

鈴 木 ( 圀 ) 君

社会奉仕委員会    野中 悟 委員長 

     三条東ロータリークラブ 石田大介会長  井上正栄社会奉仕委員長 

三条東クラブは、創立以来「『命』を考える」をテーマに社会奉仕事業を進めて参りまし

た。今年度は、「社会の中で渦巻く命の大切さ」自殺予防の一環として、うつ病について

の講演会を開催致します。  どうぞ多くの皆様のご来場をお待ちしております。また、

多くの方々へお呼びかけくださいますようご協力宜しくお願い申し上げます。 

✪講 師   津軽三味線プレーヤー 小林史佳（こばやしふみよし）氏 

✪日 時   2012 年 2 月 4 日（土）＜開場＞18：00 ＜講演＞19：00～  

✪会 場   三条中央公民館 大ホール 

✰入場無料・・・入場整理券を配布 



 

     

 
 2013～14 年度会長選出について 

去る 10 月 17 日に指名委員会（歴代会長会議）が開かれ、協議の結果、満場一致で、草野 恒輔君が次々年度の

会長に推薦されました。これを受けて、翌 18 日、坪井正康 30 代、坂本洋司 40 代会長と私とで草野会員を訪ね、ご本

人より快諾を得ることが出来ました。その後、11 月 7 日開催の理事会におきましても満場一致にて採択されましたので、

本総会にて会員皆様にお諮り致します。 
 

＊～＊～ 満場一致にて草野恒輔君が次々年度の会長に選出されました ～＊～＊ 

                                  

  会長ノミニー  草野恒輔君 

 次々年度会長に選出されました草野です。坪井先生始め、歴代会長皆様から

のご命令ですので、お断りすることはできません。 

不良会員ではございますが、精一杯職務を全うしたいと肝に銘じております。

なお、私を支えて下さいます幹事に平松修之さん、ＳＡＡは齋藤嘉一さんにお

願いし、快諾いただいております。 

どうぞ、皆様のご協力、よろしくお願い申し上げます。 
 

草野恒輔君 ロータリー歴入会 

【 S22 年 1 月 7 日生 平成 5 年（1993 年）10 月入会 】  
 

1999～00 （韮澤喜一郎会長）年度 人間尊重委員長 

2002～03 （佐藤秀夫会長） ロータリー財団委員長 

2007～08 （坂本洋司会長） 国際奉仕委員長 

2010～11 （大渓秀夫会長） 世界社会奉仕・青少年交換委員長 

※ マルチプルポールハリスフェロー   ※米山功労者マルチプル 

      

名誉会員の推薦について  

武藤昭三会員より 12 月 1 日付にて健康上及び高齢の理由により退会の旨届け出が提出されました。種々検討致し

ました結果、武藤昭三会員のクラブ歴等を鑑み、11 月 28 日（月）開催の「顧問会議」にて名誉会員として推薦されまし

た。本日開催の理事会におきまして承認いただきましたので、本総会において皆様にお諮り致します。 
 

      ＊～＊～ 満場一致にて武藤昭三君が名誉会員として採択されました ～＊～＊ 
 

武藤昭三会員クラブ歴   

生年月日：1928（昭和 3）年 8 月 7 日（83 歳）  入会：1973 年 7 月入会 （会員歴 38 年） 

特記すべき事柄 

●1984～85 年度会長   ●マルチプルポールハリスフェロー(３回) 米山功労者マルチプル（８回） 

   ●32 年間（通算）100％出席 ●その他・・・新年会記念俳句会 10 年 他選者  

クラブ定款 第 7 条「会員身分」 第 6 節「名誉会員」 及び  

クラブ細則 第 12 条「会員選挙の方法」 第 2 節「名誉会員」に沿う 

 

     特別会費徴収についてのお願い 

 ① 例会会場変更による予算想定外分 150,000～200,000 円を補う経費として、一般会計に＠5,000 円 

 ② スマイルＢＯＸの減少及び東日本大震災義援金拠出に伴う 50 周年記念事業（社会奉仕事業）への積立と

してスマイルＢＯＸ会計へ ＠5,000 円 

 ③ ①＋②＝＠10,000 円を特別会費として後期会費と一緒に徴収させていただきたい 

 ④ ②に関しては今後 50 周年に向け継続を図りたい 

 ・・・・ 以上、本日の理事会において承認いただきました。宜しくご了承の上、ご協力お願い申し上げます。 
 

     クラブ会員休会について・・・報告 

 佐藤栄祐会員より、健康上及び一身上の都合により 2011 年 12 月～2012 年 6 月末まで「出席義務規定の

免除（休会）」申請が理事会に提出され、本日の理事会において承認されましたことご報告申し上げます。 
  

クラブ定款 第９条「出席」第３節「出席規定の免除」 及び  

                             クラブ細則 第 10 条「出席義務規定の免除」に沿う 

鈴木 圀彦 会長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山梅吉翁をたずねて 

 
米山奨学委員会 奨学生選考委員長  安藤 幸夫（新潟東ＲＣ） 

 

 

         昨年の秋、メンバーから「もっと米山梅吉さんを身近に知

りたいよね」と声があがり、このたび、地区の米山奨学委

員会の有志で11/8、11/9 と米山梅吉の足跡を辿る旅に

行ってまいりました。 

 

11/8、東京恵比寿RC でメークアップをさせて頂いた 

後、港区芝公園にあります【ロータリー米山記念奨学会】 

を訪問しました。坂下事務局長、栗原女史、大庭女史とお

会いし、とりわけ栗原さんとは活発な意見交換をさせてい

ただき貴重な時間を過ごすことができました。 

     

11/9、今回の旅の目的であります米山梅吉記念館を訪

れました。そして、その記念館を例会会場にしている長泉

RC でもメークアップをいたしました。 

梅吉翁のお話を聴かせていただきながら、まず最初に感じ

たことは想像以上に豊かな常識と高い見識の持ち主だっ

たということ。他人の幸せを心から願っている慈愛の持ち

主だったということでした。 

勝海舟や福沢諭吉、夏目漱石とも交わりがあった彼は

47 才の働き盛りで「新隠居論」という考えを発表したそ

うです。功なり名遂げた方は自分の仕事を若い人にゆずっ

て学校や病院などの事業に尽くしてほしいという内容が

書かれていました。彼自身多くの私財を投入して緑岡小学  

校(青山学院初等科)を建設したり、ライ病、癌、結核の病院の助けをしたということです。今残されている

お墓や記念図書館をみますとその清貧さが偲ばれました。あらためて、東京RC が米山梅吉さんの功績を

偲び、「米山記念奨学会」を創設したことが分かりました。 
 

これでまた明日からの 2560 地区の米山奨学事業にあらたな想いが加われば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

日本でのロータリー・ソング 

 

 日本最初のロータリークラブは、1920 年創立の東京ロータリークラブですが、初めのころは「ロータリー・ 

ソング」として英語のまま歌っていたそうです。 

当初はアメリカ人会員Ｅ.Ｄ.バートンが会員に歌を歌わせようとして指導したものの、皆「児戯に類する……」と

してあまり乗り気でなかったようです。彼は、日本におけるソングリーダーの草分け的存在でしたが、その努力は

1926 年ころになってようやく認められ、1927 年のインターシティー・ミーティングのときには、会議中にも

会議後の観光バスの中でも、会員の家族が中心となってロータリー・ソングが歌われ、会員もやっと、歌うことが

親睦の源であると理解した、と東京ＲＣの記録にあります。家族は、日本のロータリーに歌うことを推し進める大

きな力となりました。 

 やがて、日本語によるロータリー・ソングを求める声が高まり、「奉仕の理想」や「我等の生業」が 1935（昭

和 10）年、京都における地区大会において、日本語ロータリー・ソング入選作として発表されました。戦争中は、

「君が代」の斉唱が始まりました。1949 年、日本は国際ロータリーに復帰しますが、1951 年に ロータリー・

ソングが募集され、「手に手つないで」がつくられました。これは、1952（昭和 27）年 7 月から、日本のロー

タリーが 2 つの地区に分かれるという事態に当たり、これからも友情を確かめ合い、手に手つないでいこう、と

誓い合った歌です。「それでこそロータリー」も古く、1953 年に誕生しています。 

 こうして、ロータリーの例会では歌を歌うことが習慣となり、この習慣はアメリカの多くのクラブに波及し、今

日では、オーストラリア、日本、ナイジェリア、ニュージーランド、カナダなどのさまざまな国のロータリー例会

におけるポピュラーな親睦行事となっています。 

 国際協議会でも、毎朝、本会議が始まる前に各国で親しまれている歌を皆で歌います。しかし、ヨーロッパ、南

米、アジアのロータリークラブの例会でロータリー・ソングが歌われることはあまりないようです。 

 歌い方もいろいろで、例会の初めに国歌を歌うクラブもあれば、童謡を必ず歌うところもみられます。 

 クラブ独自の歌を作り、歌っているところもあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次週例会   12 月 19 日 夜例会 「忘年家族会」 18：30～     於：ＶＩＰ   

次々週例会 12 月２６日 通常例会「歴代会長卓話」安達裕第 33 代会長 於：ＶＩＰ  

 

 

 

 

  ［1944(昭和 19)年 9 月 17 日生］ 

❍９月 17 日・この日何の日？ 

・「ｷｭｰﾄな日」、「ｷｭｰﾄﾅｰの日」：「ｷｭｰ(9)ﾄ(十)な(7)の語呂合せ 

いつまでも若々しい「ｷｭｰﾄな」大人を「ｷｭｰﾄﾅｰ」と呼ぶ         

・モノレール開業記念日： 東京ﾓﾉﾚｰﾙ・羽田空港～浜松町が 

開業。日本初の旅客用ﾓﾉﾚｰﾙ(1964 年) 

❍9 月 17 日・この日誕生は？ 

正岡子規（俳人、歌人）1867 年 

ロータリージャパンより   http://www.rotary.or.jp/ 
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12 月 12 日ロータリー・ソング 


